
【河川】 現場で顔の見える関係を構築！！
～防災エキスパートと出張所との意見交換会を実施～

平成30年10月22日
山形河川国道事務所

○背景
平成３０年６月２６日に実施した防災エキスパートの意見交換会で、河川担当の防災エキスパートより、「出張所と顔の見え

る関係が必要」との意見があったことから、防災エキスパートと河川出張所との現地確認を含めた意見交換会を実施しました。
○概要

実施日 ：平成３０年１０月２２日（月） １０時～１６時
場 所 ：長井出張所および南陽出張所管内の水防上の重要箇所確認（現場）、および意見交換会（南陽出張所）
参加者 ：防災エキスパート（３名）

山形河川国道事務所 長井出張所、南陽出張所、河川管理課、計画課（計７名）

１．背景／概要

○実施概要
各出張所で水防上の重要箇所や、日々の河川管理において注視している現場を確認した後、意見交換を行いました。

☆主な意見
・堤防が完成していても氾濫の危険があること、住んでいる場所の水害リスク等を、機会を捉えて地域の方々に継続して周
知していくことが大切である。

・水防団員数の減少や高齢化が進む中、水防活動のあり方も考えていく必要がある。

２．意見交換会の状況

▲現地確認 ▲意見交換


